教育民生常任委員会行政視察所感
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金崎ひさ

　福島県小野町と大熊町そして宿泊は富岡町と、奇しくも原発被災地の現状を垣間見、身に染みる視察となりました。
小野町は、人口が激変し、それを少しでも取り戻すために、妊娠、出産から子育て期にわたる切れ目のない支援を行う施策が展開されています。妊婦に関しては、妊娠4ヶ月から出産の翌月までの疾病に対し、保険診療費の自己負担分の助成があります。また、町内に産婦人科がないので、妊産婦健康診査にかかる交通費の助成もあります。産後ケアに関しては今年度から事業対象者を里帰り中の産婦にも拡充したそうです。赤ちゃん誕生から中学生までの総支給額は第1子で314,800円、第2子で364,800円、第3子以降で414,800円となっています。
そして、放課後子ども教室については、今まで4校あった小学校を1校に統合し、令和2年度から開校した小野小学校に開設をしています。統合によりスクールバスを運行し始め、その待機場所にもなっています。よって、全校児童を対象とし、活動時間は下校時から午後4時30分までで、スクールバス発車は午後4時20分となっています。もちろん、スクールバス利用者以外の児童も同時間帯までの利用ができます。また、スクールバス経費は600万円/1台の地方交付税で賄っているそうです。ちなみに11台で11ルートの運行がなされています。小中一貫校を目指している葉山町として、役立つ時がくる情報と思います。
大熊町では「学び舎ゆめの森」を視察しました。認定子ども園と義務教育学校が一体となり、園児と児童生徒との交流、そして学年に囚われない交流授業、同施設の中心には図書館が設置されており、町民との交流など、まさに理想的な「教育のごちゃまぜ」です。東日本大震災による原子力発電事故により全町避難を余儀なくされ、避難先の会津若松市で教育活動を再開していました。幼児・児童・生徒が被災前の1パーセントに減少し、避難指示解除に際し、8人の子ども達のために、この「学び舎ゆめの森」計画を立てたそうです。過疎化給付金を活用し総工費53億円です。現在は園児・児童生徒数32人で、この教育方針に賛同し、他所から移住してくる家族もあるとのことです。町営住宅と隣接しており、ガラス張りや張り出し舞台など、地域との交流を推進する造りとなっています。葉山町では小中一貫教育の実現の際、このような精神を取り込むべきと心から思いました。また、原発被害体験から、町営住宅を含め新しい建物には全て太陽光発電を取り入れ、エネルギーの自給自足を目指しています。
いずれの町も、困難に負けず、より良い町にしたいという先進的事例は町長のトップダウンで行われたとのことです。今までの先進地視察では、一人のやる気のある職員が頑張って、それを黙ってやらせるトップがいる、という状況を見てきました。今回は町を救いたいという町長の郷土愛が先進事例になったと感じています。
今回の視察では富岡町に宿泊しました。有名な桜並木の沿線界隈にはまだ廃墟があり、地元のテレビでは「帰還困難地区の内、除染が進められている県道や墓地などの避難指示解除を目指す」等の報道がありました。現場に行って、現場で感じる、リアルな想いを痛切に感じる2日間でした。この体験を今後の活動に活かして参ります。
